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1. 序 論 

 
近年では、計算機がなくてはならない存在になって

おり、大容量の記憶デバイスの登場や、ネットワーク

の高速化などにより、大量のデータを高速に処理する

ことが求められている。それらを処理するには、膨大

な時間がかかる。高速な処理を行うためには、複数の

プロセッサを持つ並列計算機（Parallel Computer）
が用いられる。しかし、一般的に並列計算機は高価で

あるために、容易に用いることはできない。そこで、

複数の計算機をネットワーク接続して仮想的並列計

算機とする手法が注目されている。本研究では、MPI
〔Message Passing Interface〕1)2)を用いて仮想並列

計算を行い、その実用性を検証する。 
 

2. 研究内容 

 
本研究では、膨大な行列計算を１つのコンピュータ

で計算する場合と、MPI を用いて複数のコンピュータ

に計算する場合と分けて、処理時間にどれだけ差があ

るかを計測する。 MPI とは Message Passing 
Interface の略であり、分散メモリ型の並列計算機にお

いて、複数のプロセッサ間で、データのやりとりをす

るために用いる、メッセージ通信操作の仕様標準であ

る。 

計算方法は、８個の正方行列 1A 2A … 8A  の行列積
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kA を 4 台のコンピュータを用いて計算し、その計

算時間を測定する。このとき、行列のサイズを

10*10,100*100,500*500,1000*1000 と変化させ、サイ

ズごとに測定を行う。ホストコンピュータがすべての

行列を保持している。ホストコンピュータは、他のサ

ブコンピュータに生成した行列を２つずつ送信する。

各コンピュータにて、受け取った行列同士の積を計算

し、その結果を上位コンピュータに渡し、また計算を

繰り返す。最後に、ホストコンピュータに送り、それ

らをホストコンピュータで計算する。この結果を表示

するまでの時間を計測し、この作業を１台で行ったと

きと、複数台で行ったときの計測時間を判定する。 

 

3. 結果・考察 

表 1：行列計算の処理時間の平均(秒= s) 
 

CPU＼行列数 10 100 500 1000 

１台 0.015s 0.066s 10.87s 167.2s 

４台 0.012s 0.051s 7.29s 86.3s 

 
 
上記の表１は行列計算を行った時の処理時間の

平均を表している。表１より CPU 数 1 台のときと

比べると、どれも大幅に速度が向上しており、特に

処理の数が大きければ大きいほど、処理時間の向上

率は上がっていることが示される。これは処理の送

受信や、同期の時間にかかる時間があるため、それ

らの影響を受けやすいからと考えられる。1 台の計

算時間はややばらつきがあることに対し、複数のコ

ンピュータによる処理は安定した処理速度であっ

た。これは、複数のコンピュータの場合よりも、1
台のコンピュータにかかる負担が大きくなるため

であると考えられる。 
 
 

4. 結論 

本研究により、並列計算環境を用いて複数のコンピ

ュータを使って膨大なデータの処理を行うことと、1
台のコンピュータでその処理を行った時を比べると、

大幅に処理速度が向上することを確認出来た。この並

列環境を用いれば、今まで処理時間が膨大だった問題

も、大幅に速度を向上して、さらにたくさんの情報を

扱うことができると考えられる。 
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